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2005年１１月６日～９日に米国カリフォルニア州モントレーで開催されたACMSIGUCCS

Fall2005Conferenceに参加したので報告を行う。この会議は、大学のＩＴ基盤を構築し運

用しているスタッフや､学生や研究者向けへルプデスクのスタッフのための情報交換を目

的としている。北米における大学IＴインフラ支援の状況と2004年の会議との比較などを

行う。
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１．はじめに

ACMSIGUCCS（Speciallnte１℃stGroupon 

UniveIsityandCollegeComputingServices，シガッ

クス）［1]は、高等教育機関のＩＴサービスの利用

者支援や管理に関する様々な業務に携わる人々

の集まりである。Newslettersは現在発行されて

いないが、毎年２回会議が行われる他、SIGUCCS

活動に貢献した個人への表彰、優秀な広報活動を

行ったＩＴ支援機関に対する表彰；メーリングリ

ストによる意見交換などが行われている。

１１月６日より９日まで(tutorialを含む)、米国

カリフォルニア州のMontereyで第３３回目の
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FallConference[2］が開催され、我々が参加したの

で、その報告を行う｡

●Technicalsessions 

●Birdsofafeathersessions 

が行われた。この他に、SIGUCCSの活動に貢献

した人の表彰、COmmunicationAwardsの表彰、参

加者の交流促進のための様々な催し物が開催さ

れた。

2．ＣＦＰから論文投稿、参加までの過程

２００５年３月５日、SIGUCCSのメーリングリス

トで､論文募集案内が広報された。この案内には、

「あなたは大学や短大で技術支援を行っていま

すか？あなたの技術グループは昨年、なにかプ

ロジェクトを成功させましたか？あなたはなに

かあなたと同僚と共有したい創造的な技術支援

に関する新しいアイデアを持っていませんか？

もしそうでしたら、今年のACMSIGUCCSFall

Conferenceに投稿することをお勧めします。…」

のような内容が書いてあった。

3.1PIeconferenceTutorial 

Pre-conferencetutorialでは以下の講習会が開催

された。

●PattonorGandhi:WhatKindofLeaderArcYOu？ 

●ManagingMacOSXLabs(Hands-on） 

●PrqjectManagememfbrtheRealWOrlｄ 

●DesigningEfIbctiveFacultyDevelOpmem 

Programs 

●HiringandManagingSmdentWOIkers 

●SocialSoftware:Blogs,Wikis,ａｎｄＭｏｒｅ 

（Hands-on） 

●KeepingYOurNetworkSafe:ＣｌientSecurityPolicy 

andPmctices 
蝋
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図LACMSIGUCCSFall2005Conferenceのシン

ボルマーク

3.2TechnicalSession 

テクニカルセッションでは以下のような口頭

発表(fUllpaper,panel)とポスターセッションが行

われた。ポスターセッションではConmunication

Awards各部門の１位受賞者の作品展示も行われ

た。以下に、各分野別の発表内容を示す。

応募論文数は１２８件以上で、実際に予稿集に

掲載された論2文数は１０２件であった。この中で、

fullpaperの採択数は60件であった。参加者数

は450人以上であった。アメリカ・カナダ以外の

国からは、我々の他、イタリアから１名の参加が

あった。

論文募集案内から会議開催までのスケジュー

ルは昨年度のConferenceの場合と比べてほぼ－

ヶ月遅れで進んでいた。SIGUCCSFallConference

の論文募集から会議開催までの進行、例えばプロ

グラム委員によるカメラレディ原稿の修正指導

などについては、文献[4]や[5]に述べられている。

3.2.1CustomerServiceInfiPastructure(１４件）

悪意のあるソフトウェアを学生自身で取り除

かせる方法、SeCurityCDの作成、コンピュータ

端末教室の管理〈利用者との対面コミュニケーシ

ョンや対話、学科のコンピュータ教室の支援、教

育技術の調査、セキュリティ、障害者支援、ＩＴ分

野における女性の問題、学生へソフトウェアを配

布する方法、Autoltを使用した自動化などについ

て発表が行われた。
3．プログラム

この会議でも、他の会議と同様に、

●PrC-confe妃ncetutorials

●Keynotespeakers 
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3.2.2CustomerSupport(１４件） ＪｏｈｎSamuelらは，，HigherQualityfbrLess:ITUser

SurveysOvertheWeb，,の発表を行った。この発表

ではアンケート等調査の手法として、従来の紙を

利用した手法と比較してＷｅｂシステム利用では、

40%から４５%の費用ならびに集計時間のコストが

低減できることが示された。

学生を利用したサポート、学生寮のサポート、

学生ノートパソコンのサポート、ヘルプデスクの

活』性化、情報倫理教育、学生自身にパソコンの管

理を行わせる方法などについて発表が行われた。

日本からは山之上らが，DigitalVideoClips

CoveringComputerEthicsinHigherEducation"の発

表を行った。もう一件の情報倫理教育に関する発

表と同じセッションであったが、５０席ほどの会場

はほぼ満席で立ち見もあった。情報倫理について

北米の大学でも大きな関心を集めていることが

窺えた。

TanyaDunlapらは"GoingBeyondtheCallof

Duty:ThelmplementationandS叩ｐｏｒｔｏｆＯＭＮＩ"の

発表を行った。この発表では、ＥＲＰ（Enterprise

ResourcePlanning)ソリューションにより予算およ

び人的資源の管理を行う際のトラブル・チケット

や利用者自身による問題の解決や技術的課題の

報告、そして、可用性の高い認証サービスの提供

による利便性の向上についての取り組みが示さ

れた。

3.2.4ManagingYourStaffU3件）

学生の支援相談員を訓練するツール、寮の学生

を支援する学生のトレーニング、良い学生支援要

員を雇う方法、学生アルバイトの管理ツール、学

生アルバイト雇用プログラムと経験、コンピュー

タ室の管理自動化と管理コストの削減、ヘルプデ

スク業務支援ｗｅｂサイト、フリーのContent

ManagementSystemを利用した知識共有などにつ

いて発表が行われた。

図2．山之上の発表とそのときの会場の様子

北米の大学でも学生にノートパソコンを持た

せたり、持つことを推奨したりすることが多いよ

うである。入学時にノートパソコンの使い方の講

習会を行ったり、初期設定やウィルス対策ソフト

導入のためのCD-ROMを配布したりすることに

ついての発表もあった｡質疑応答のとき、学生の

両親もノートパソコンの講習会に参加させた方

が良いという意見があった。 近くにある異なる大学間で協力してヘルプデ

スクの問題解決にあたった経験についての発表

や、一種のＱＣ活動を行うことによって、大学IＴ

支援担当者の活動が活発になったことについて

の発表なども行われた。

3.2.3ManagingtheOrganization(１２件）

組織の評価手法、学内プロジェクト管理、スケ

ジュール管理ツール、時間割管理支援、ＩＴ利用に

よるアンケート等調査の従来手法との比較、オン

ラインサービスの構成支援、包括的な広報活動指

針、ＥＲＰ(EnterpriseResourceP1anning)ソリューシ

ョン利用における工夫、学内学生アルバイトによ

るヘルプディスクサポート、学内におけるヘルプ

デスクの役割の変遷と今後、大学における図書館

のＩＴ活用、ＩＴ支援部門と図書館部門の協業によ

る相乗効果について発表が行われた。

3.2.5Technology(１５件）

ThmClient、分散配置された様々なワークステ

ーションの管理、大量のデスクトップコンピュー

タの管理要員と管理費用の削減、図書館のコンピ

ュータ端末の管理､Ｗｅｂベースのコンピュータ教

室管理支援システム、ＡｐｐｌｅＯＳＸサーバを使っ

たホームディレクトリ、ＰＣのディスクを同じイ
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メージにすることによる管理コスト削減、Novell

の技術を使ったアカウント管理の経験､学内に最

近購入されたすべての教職員用Windowsパソコ

ンに同一のイメージを導入した経験､ネットワー

ク管理教育のための環境構築、バージョン管理シ

ステム利用の経験､無線LANの利便性と安全性の

強化、CiscoCleanAccessAgent(CCAA）の利用

経験などについて発表が行われた｡『～

32.6Training,SupportfbrmeachingTechnolOgy(１２ 

件）

マルチメディア教室支援部門とコンピュータ

教室支援部門の統合による効率化、マルチメディ

ア教室の標準化、移動型マルチメディア機器の利

用支援（教員の教育）、新しいポータルシステム

をスタッフに教育した経験、新人教職員に対する

IＴ研修､類似した要求を統合させることによるト

レーニングの共有､認定制度によるＩT利用教育、

ワークショップを利用したＩＴ利用教育、Rapid

CollaborativePrototyping(RCP)modelを利用した

ＣＭＳ移行時の教育､WebCTを更新したときの経

験、技術的・教育方法学的なＣＭＳ利用支援の開

発と実施、大規模な授業用小テスト自動採点シス

テムなどについて発表が行われた。ｈＵ

日本からは桝田らがTechnologyセッション内の

パネルの一つとして、”DisklessLinuxsystemwith

unionfSfbraneducationalcomputercemer"の発表を

行った(図3)。この発表は、大阪大学で2005年から

稼働しているハードディスクを用いずに稼働す

るLinuxシステミムの実現に使われている主要技術

であるunionfSに焦点をあて、教育用計算機システ

ムへの適用方法について述べた。

日本からは小池らが，，DevelopinganE-Lcaming

System／WhichEnhancesStudents’Acadelnic 

Motivation，，の発表を行った。この発表ではWord、

Excel、プログラムの自動採点プログラムを紹介

し、それらを利用して小テスト定常的に多数回繰

り返しそのテスト結果から学習者の学習状況を

推測し個別に教材や指示を自動的に提示するこ

とで、大規模授業で失われがちな個別学習の利点

を回復しようという試みの初期段階を紹介した。

DavidDavenportらは，，DevelopingeLeamingHelp

DeskSupport,,の発表を行った。この発表では学生

をスタッフとして採用しCMSを利用した教育のサ

ポートについての紹介が行われた。近年、リアル

タイムに発生する問題をより早く界決すること

が求められるようになり、その要求にこたえるた

めに新しいオンデマンドサポートモデルを提案

した。

KathrynFletcherらは､"StormStories:Survivingan

UpgradetoWebCTVista，,の発表を行った。この発

表では大規模なWebCTシステムのアップグレー

ド､WebCTシステムと学生情報システムとの統合

などの経験から得られた技術的、人的知見が紹介

された。また、それらの経験が大規模アプリケー

ション導入に役立つことが示された。

図３．桝田らのパネル発表

このパネルセッションでは、他に"ＹｏｕＣａｎ

ＮｅｖｅｒＢｅＴｏｏＴｈｉｎ：Skinny-ClientTechnology,, 

(UniversityofDelaware)，‘UsingThinClient 

TechnologytoReduceComplexityandCost，， 

(ValparaisoUniversity)というタイトルのSunRayを

活用した事例の発表が行われた。ここでは、サー

バの増強を迫られていることなどが報告されて

いた。
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3.2.7PosterSessions(１９件） の他セキュリティに関連して、多重ログインの可

否の質問があり、現在のところ規制はしていない

ことを回答した。質問の内容から本学会の参加者

の多くがセンターの運用に関わっている人であ

ることが窺えた。

ポスターセッションでは教育支援システム、協

調教育システム、利用認証システム、新人研修シ

ステム、教室の設計、ネットワーク侵入検知、

LaTeX、教室管理などに関する発表が行われた。

CommunicationAwardsの各部門の優勝者の作品

展示も同時に行われていた。

日本からは市川らが，，NAS：TheNAISTuser

AuthorizationmanagementSystemfbrnetwork 

accessesmconsiderationofsystemadministration 

volunteers，,、大谷らが，，ImplementationofIPv6

FunctionsfbraNetworkUserAuthenticationSystem 

Opengate，,の発表を行った。

市川らは、学生宿舎ネットワーク等を例として、

ボランティア等による非正規職員による運用管

理での負荷低減の手段としての管理システム構

築側からのアプローチについて、構築システム展

示と共に発表を行った。発表で、運用条件を考慮

した構築側からの取り組みの有用性について確

認が行えた。当地では、日本以上にボランティア

や学内学生アルバイトを活用しているが、基本的

なコンセプト設定やグランドデザイン以外の構

築は外部の業者に委託していることがうかがえ

た。

大谷らは、佐賀大学で開発したネットワーク認

証システムOpengateをIPv6に対応させたこと

について紹介を行った。この発表に対して、１サ

ーバあたりのクライアント数や大学の規模など

のパフォーマンスについて質問があり、ｌサーバ

あたり100クライアント以上の接続が可能である

こと、佐賀大学には1万人弱の学生教職員がいる

ことを回答した。ソフトの配布や情報等について

も質問があり、フリーソフトであること、ホーム

ページで情報は公開していることを回答した。大

学関係者特有の質問として、学会などの際の学外

からのゲストへの対応についての質問があり、

Opengateが複数の認証サーバに対応しているた

めゲスト用の認証サーバをあらかじめ用意して

おり即座に対応が可能であることを回答した。そ

図４．ポスターセッションの様子

a3KeynoteSpeakersとＢＯＰ

会議開催の時、「SmartMobs」の著者として有

名なHowardRheingold氏による講演，,TheNext

SocialRevolution,,が行われた｡閉会時に､Oberhn

のSacredHeartカトリック教会のWiluam

Padavick神父による,，TickTbck，Watchthe

C1ock:AShortHistoryoftheErg'，の講演が行わ

れた。

夜にはBOF(BirdSofaFeatheI）セッションが開

催された6,,DisasterRecovely"，“HelpDesk

Professionals，，，“ＳＩＧＵＣＣＳＦａｌｌ`O6Confbrence，，， 

"DealingwithSpywares,，などのテーマで話し合い

が行われた。

4．その他

前回のSIGUCCSFallConferenceと同様に、本

会議では参加者間の交流をはかるため、走ろう会、

初めての参加者のためのオリエンテーション、夕

食会などが行われた。CommunicationAwardsの

表彰式も開催された。
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5.前回との比較

発表件数は前回（siguccsfall2004

conference）の９５件に比べて少し増えた。

TechnicalsessiOnのプログラムについて以下の

ような変化があった。

－技術(Technology)に関するセッションの件数

は前回の16件に対して今回はほぼ同じであった。

今回は、前回にあったプリンタ管理、グリッド

コンピューティング、分散システムの性能評価

に関する発表がなくなり、Thinclientに関す

る発表が増えた．

－管理(Management)に関するセッションについ

て、前回は１つのセッション(14件)のみであっ

たのに対して、Managingtheorganizationと

Managingyourstaffの２つに別れ、合計発表

件数が25件に増えた。

‐利用者教育やFDに関するセッションが前回は

Workingwithfaculty(１１件）とTraining＆

development(11件)の２つに分かれていたが､今

回はTrainingsupportforteaching

technology(12件)の１つになり、発表件数が減

った。

－Customerserviceとセキュリティに関する

セッションは、前回、Customerservice(14件）

とSecurity＆networking(14件)のように分かれ

ていたが、今回は、customerservice

infrastructure(14件）とcustomersupport(１４

件)になった｡ブラスター騒動から２年以上経過

したためか、セキュリティに関する発表が減っ

ている印象を受けた。

－ポスターセッションの発表件数は前回が16件

であったのに対して、今回は19件に増えた。会

場が前回は会議室前のロビーだったのに対して

今回はとても広くなった。

その他、前回ショートペーパーの発表が今回、

パネルディスカッションになった。前回は商品が

当たるくじ引きがたくさんあったが、今回は減っ

た。ハリケーンの影響で、予稿集に掲載された論

文のうち、３件の発表が行われなかった。

6．終わりに

前回と同様、この会議は人の交流を最も大きな

目的としていた。我々の多くは、日本でも同様の

シンポジウムが開催されることを望んでおり、既

に中西らが活動を開始している[5]･

論文予稿集は前回同様ACMDigitalLibrary[3］

に掲載されている。

次回はカナダのエドモントンで開催される。
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